
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 SEP 

SHINRO FOCUS 
白馬高校 

 

白馬高校では、普通の授業と

フィールドワークによる参加

体験的な授業が用意されてい

ます。 

「探求的な学び」や「対話的

な学び」を通して、課題解決

力を身につけます。 

長野県白馬高等学校 

進路指導室 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村北城 8800 

0261-72-2034 
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白馬高校では、「いながらにして留学」が可能 

グローバルな環境の白馬村では、日常の中に観光と異文化体験が可能です。 

例えば、定期的に行われている「イングリッシュディ」があります。 

また、「観光コミュニケーション英語」や「異文化理解」などの英語系の授業、

「Asian LanguageⅠ」「Asian LanguageⅡ」の授業を通して、英語圏にとど

まらずアジア圏も視野に入れたグローバルな授業が用意されています。 

 
白馬高校の英語との出会い 
『イングリッシュディ』 

7月 17日（1年）18日（2年）20日（3年） 

イングリッシュディがおこなわれました。毎日、6名の

白馬村に在住の外国人講師を迎えて、「日本語を使って

はいけない環境」で、身ぶり手ぶりで伝えようとする生

徒、得意な英語でしっかり会話できる生徒まで様々。 

 

『英語以外の言語を学ぶ』 

「Asian LanguageⅠ」は中国語を、 

「Asian LanguageⅡ」は韓国語、インドネシア語、

タイ語などについても学ぶ予定です。年々増加する、ア

ジアからのインバウンドに対応する授業です。 
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Another measure 

中東UAE からの高校生が交流 



「学力の三要素」概念図 

 

 

特集 2020 年 大学入試が変わる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬高校の学びを「学力の三要素」で説明します 

知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

 
主体性 
多様性 
協働性 

知識・技能 「教室を出て生き生きとした世界に触れよう」 

教室で学ぶ知識に加えて、「生きた知識」となるためには、「体験が伴う」ことが必要です。 

生きた知識から「知恵」が生まれる。 

フィールドワークによって知識も光彩を放つ知恵と変化します。 

高大接続の流れ 

変化の激しい現代社会において、大学で

の教育改革が入試改革とともに進めら

れています。それに伴い、高校の教育内

容も連動して、大きく変化していきま

す。（高大接続改革） 

大学との連携 

観光関係の学部を有する大学との共同研究および教育について連携を模索。 

その一環として、東洋大学国際観光学部（東京都文京区白山キャンパス）の

教授 島川 崇氏による、出張講義が 7月13日（金）に行われました。 

午前「観光を大学で学ぶ意義」についての講義。 

午後「地域で観光振興をするために何が必要か」グループディスカッション。 

思考力・判断力・表現力 「言葉は思考の発露」 

日本語で考える。英語で考える。母国語以外で考えることが、インターナショナル

なコミュニケーションの第一歩。 

対話的な授業を通して、コミュニケーションの授業を通して、言語による思考力を

養い、体験を通じて判断力を養う。 

さらに、発表を通じて多様な表現力を身につける。 

白馬高校では、普通科、国際観光科ともに、全ての授業で言語活動を闊達にする授

業展開を工夫しています。「聞く」「読む」「書く」「話す」「発表する」技能につい

て授業を通じ、それぞれ高められるように工夫してすすめています。 

主体性・多様性・協働性 「達成感を言葉にする」 

まさに白馬高校の得意分野。 

異文化と触れ合う。 

他者と協力・協働して共通の目標に向き合う。 

今まで経験したことや、学習したことを基礎にして、自らが中心になっ

て他者に働きかける。 

「考えたこと」「感じたこと」「働いた喜び」を言語化することから、そ

の先の世界を可視化できる人材を、世界が必要としています。 

変化の激しい現代社会に生きていくために、 

「自ら問題を解決し、他者と協力して解決していく 

ための資質や能力を育む教育」へと変貌します。 

島川 崇 教授による講義の様子 1～3年生受講生徒との記念撮影 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 AUG 

SHINRO FOCUS 
白馬高校 

 

白馬高校では、普通の授業と

フィールドワークによる参加

体験的な授業が用意されてい

ます。 

「探求的な学び」や「対話的

な学び」を通して、課題解決

力を身につけます。 

長野県白馬高等学校 

進路指導室 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村北城 8800 

0261-72-2034 
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高大接続改革 「英語力の評価が変わります。」 

英語の民間の資格・検定試験の併用（実用英語技能検定、GTECなど） 

大学入試改革 大学入試共通テスト（センター試験にかわる 2020 年実施） 

「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能を評価することになっています。 

白馬高校では、信州大学教育学部と共同して、GTEC を利用した英語教育に 

ついて研究しています。 

 

白馬高校の英語との出会い 

イングリッシュディ 
一日中、校内で英語しか使わない（使っちゃいけない）

日を設定しています。国際観光科も普通科も一緒に、 

「in english！」 

 

観光コミュニケーション英語 
フィールドワークにより、生きた英語を体験的に学ぶ 

授業が国際観光にあります。 

英語による観光案内を体験 

６月 18 日松本城近辺で、松本英語ガイド演習の様子 
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Another measure 



 

 

学びのセグメント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白馬高校の学びを図式的に紹介します 

大学受験対策

基礎学力向上

探求的な
学習

教科横断
的な学習

プロジェ
クト学習

対話的な
学習

知識 
技能 

思考力 
判断力 
表現力 

 
主体性 
多様性 
協働性 

難関大学 

入試対策 

有名私立大学 

AO入試対策 

推薦入試 

就職対策 

2020 年 大学入試が変わる 

「学力の三要素」を多面的・総合的に評価する

ことのできる、大学入学者選抜にかわります。 

教室だけの「知識」から、多様な学力を測定す

る入試に、大改革がおこなわれる予定です。 

そのための「もう一つのものさし」が、白馬高

校にあります。 

教育の劇的な流れの変化 

変化の激しい現代社会に生きていくために、 

「自ら問題を解決し、他者と協力して解決していく

ための資質や能力を育む教育」へと変貌します。 

国立・公立大学入試も変化 

大学入試センター試験にかわって、大学入試共通テストが

導入されます。国立・公立大学では、入学者定員の３０％を、

AO 入試や推薦入試で募集することが検討されています。 

「学力の三要素」概念図 

ポートフォリオを作成して大学入試に利用 

ポートフォリオとは、（港についた船の荷の記録を意味します） 

 「授業で研究した内容」（評価ポートフォリオ） 

 「学習の課程・作業過程」（記録ポートフォリオ） 

 「作品集」（秀作ポートフォリオ） 

白馬高校の「探求的な学び」は、ポートフォリオを作成するための、 

「もう一つのものさし」となります。 



 

 

2018 JUL 

SHINRO FOCUS 
勉強はいつでもどこでも 

朝の「朝ドリル」、授業「探求的な学び」、放課後の「進学補習」・「公営塾」 

白馬高校の学習メニューをすべて食べつくす。  

見逃していませんか？ あなたのステップアップのチャンスを。 

  

 

  

 

 

 

 

 

公営塾「しろうま學舎」の講師の皆さ

んと進路指導係の職員が協働しながら

学習指導や進路サポートをおこなって

います。 

大学入試改革の方向性 

「学力の三要素」を多面的・総合的に評価することのできる、 

大学入学者選抜にかわります。 

 

知識 

技能 

思考力 

判断力 

表現力 

主体性 

多様性 

協働性 

国語と数学で一部「記述式」を導入
（2025年度以降は地公・理でも導入検討） 

英語 民間の資格・検定試験の併用 

「読む」「聞く」「話す」「書く」 

の４技能も評価。 

国立・公立大学では、入学者定員の

３０％を、AO入試や推薦入試で募

集することになります。 

白馬高校 

 

白馬高校では、普通の授業と

フィールドワークによる参加

体験的な授業が用意されてい

ます。 

「探求的な学び」や「対話的

な学び」を通して、課題解決

力を身につけることができま

す。 

長野県白馬高等学校 

進路指導室 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村北城 8800 

0261-72-2034 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公営塾「しろうま學舎」今年度の新しい講師の先生へインタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際観光科３年デュアルシステム始動 

「デュアル実習がはじまりました。」（希望者対象） 

「デュアルシステムとは何でしょうか？」 

 学校の授業を受けながら、仕事のトレーニングをすることです。 

「デュアルシステムを受講することよるメリットは？」 

 卒業後に、「仕事」に対する意欲や意識が高められる（即戦力）。 

 AO入試等で、実際の体験談として自己PRの際に自信を深められる。など 

今年度は、白馬村および小谷村の観光施設や観光関連企業およびリゾートホテルでの

実習を中心に、５名の３年生の生徒がデュアル実習に参加しています。 

＜今年度の実習先企業＞  

白馬観光開発株式会社        八方根開発株式会社                  

株式会社シェラリゾートホテルズ   株式会社五竜 

６月１４日（木）実習に参加する生徒および学校、実習先の企業の代表者の三者で、

デュアル実習協定書の調印式が、開催されました。（左写真） 

シェラリゾートホテル白馬で、デュアルシ

ステムで実習中の国際観光科３年の生徒 

学校・生徒・企業の三者で、デュ

アル実習協定書の調印式の様子 

白馬高校は、挨拶のできる生徒が多いという印象です。また、百名山への登山や農作業など
の地域の素晴らしい資源を活用した教育ですね。 

私は、学校で対応しにくい学習面上の課題があればそれを補うこと。それが公営塾の大切な
役割だと考えています。 

「多くの文法や構文を覚えて難しい文章を和訳する」という従来の試験から脱却し、「英語
を英語で理解して情報処理する力を試す」試験に対応した勉強法を身につけることが大切だ
と考えています。ズバリ、「英語の４技能」ですね。勉強法や参考書の使い方を伝え、ペー
スメーカーとして先導できる講師になりたいと思います。 

高校生ホテル 国際観光科２年生対象 

白馬高校国際観光科も３年目をむかえました。

「高校生が１泊限定のホテルを企画運営する」 

今年度は、白馬村内の宿泊施設を 

舞台にして、高校生ホテルが 

はじまります。 

 
実施予定時期・宿泊施設 

平成 30 年 11月27・28日 

     しろうま荘 

元気で素直・正直な白馬高生。スキーや登山の練習が本格的で、海外や観光に興味が強い生徒さんが
多いですね。 

しろうま學舎では、生徒の自主性を尊重しています。自分のペースでレベルアップしていけるように
サポートしています。 

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」に加えて「主体性・多様性・協働性」が問われるように
なり、生徒たちが“自分軸”をしっかり作っていくためにも自分の頭で考える力が必要だと思いま
す。普段から自分の頭で考えるくせをつけてほしいと思います。 

進路指導室   放課後の第二の学び舎 

３年担任としては、入試ギリギリまで学習習慣をつ
けてほしいと願っています。無事に大学生となった
としても、高校時代の学習習慣が備わらなければ、
大学生活もままならないのでは 
ないでしょうか。 
 

進路指導室では、放課後は 

自習スペースとして開放し、 

生徒の進学相談をはじめ 

大学受験対策の支援を 

おこなっています。 

斉藤夏海さん 

山下慎司さん 

３年国際観光科担任 
中村健太郎 プレ実習の様子 



 

 

2018 JUN 

SHINRO FOCUS 
勉強はいつでもどこでも 

朝の「朝ドリル」、授業「探求的な学び」、放課後の「進学補習」・「公営塾」 

白馬高校の学習メニューをすべて食べつくす。  

見逃していませんか？ あなたのステップアップのチャンスを。 

  

 

  

白馬高校では、普通の授

業とフィールドワークに

よる参加体験的な授業の

両方が用意されていま

す。 

「探求的な学び」や「対

話的な学び」を通して、

課題解決力を身につける

ことができます。 

 

長野県白馬高等学校 

進路指導室 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村北城 8800 

0261-72-2034 

 

公営塾「しろうま學舎」の講師

の皆さんと進路指導係の職員が

協働しながら学習指導や進路サ

ポートをおこなっています。 

大学入試改革の方向性 

「学力の三要素」を多面的・総合的に評価することのできる、 

大学入学者選抜にかわります。 

 

知識 

技能 

思考力 

判断力 

表現力 

主体性 

多様性 

協働性 

国語と数学で一部「記述式」を導入
（2025年度以降は地公・理でも導入検討） 

英語 民間の資格・検定試験の併用 

「読む」「聞く」「話す」「書く」 

の４技能も評価。 

国立・公立大学では、入学者定員の

３０％を、AO入試や推薦入試で募

集することになります。 

Hakuba HS 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公営塾「しろうま學舎」 今年度の新しい講師の先生方インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際観光科３年デュアルシステム  

「デュアル実習がはじまりました。」（希望者対象） 

デュアルシステムとは何でしょうか？ 

 学校の授業を受けながら、仕事のトレーニングをすることです。 

デュアルシステムを受講することよるメリットは？ 

 卒業後に、「仕事」に対する意欲や意識が高められる（即戦力）。 

 AO入試等で、実際の体験談として自己PRの際に自信を深められる。など 

今年度は、白馬村および小谷村の観光施設や観光関連企業およびリゾートホテルでの実習を

中心に、５名の３年生の生徒がデュアル実習に参加しています。 

＜今年度の実習先企業＞  
白馬観光開発株式会社 八方根開発株式会社 株式会社シェラリゾートホテルズ 株式会社
五竜 
６月１４日（木）実習に参加する生徒および学校、実習先の企業の代表者の三者で、デュア
ル実習協定書の調印式が、開催されました。（左写真） 

デュアル実習の内容は、単なる就労体験ではなく、正社員の新人研修と同様のプログラム内
容でおこなわれます。仕事の内容は、社員と同様の仕事に就き深さについても体験します。 

＜仕事内容の一例＞ 
索道施設の運行管理、安全に対する取り組み等、物販業務、仕入れ支払いの手順 
チケット販売、イベント運営、案内業務、レストラン、おもてなしについて など 

シェラリゾートホテル白馬で、デュアルシ

ステムで実習中の国際観光科３年の生徒 

学校・生徒・企業の三者で、デュ

アル実習協定書の調印式の様子 

白馬高校は、挨拶のできる生徒が多いという印象です。また、百名山への登山や農作業な
どの地域の素晴らしい資源を活用した教育ですね。 

私は、学校で対応しにくい学習面上の課題があればそれを補うこと。それが公営塾の大切
な役割だと考えています。 

「多くの文法や構文を覚えて難しい文章を和訳する」という従来の試験から脱却し、「英
語を英語で理解して情報処理する力を試す」試験に対応した勉強法を身につけることが大
切だと考えています。ズバリ、「英語の４技能」ですね。勉強法や参考書の使い方を伝
え、ペースメーカーとして先導できる講師になりたいと思います。 

高校生ホテル 国際観光科２年生対象 

いよいよ、白馬高校国際観光科も３年目を迎えました。 

今年度は、白馬村内の宿泊施設を舞台にして、高校生ホテル 
（２年生）がはじまります。 

「高校生が１泊限定のホテルを企画運営する」 

①国際観光科２年生が村内の宿泊施設を 
借りて、１泊限定のホテルを企画・ 
運営をおこないます。 

②ホテルの企画、運営に必要な知識、 
技術を事前学習としておこないます。 

実施予定時期・宿泊施設 
平成３０ 年１１月 しろうま荘 

（2012 ワールドラグジュアリーホテルアワード 

世界第１位） 

元気で素直・正直な白馬高生。スキーや登山の練習が本格的で、海外や観光に興味が強い
生徒さんが多いですね。 

しろうま學舎では、生徒の自主性を尊重しています。自分のペースでレベルアップしてい
けるようにサポートしています。 

「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」に加えて「主体性・多様性・協働性」が問わ
れるようになり、生徒たちが“自分軸”をしっかり作っていくためにも自分の頭で考える
力が必要だと思います。普段から自分の頭で考えるくせをつけてほしいと思います。 

進路指導室   放課後の第二の学び舎 
３年担任としては、入試ギリギリまで学習習慣をつけてほ
しいと願っています。無事に大学生となったとしても、高
校時代の学習習慣が備わらなければ、大学生活もままなら
ないのではないでしょうか。 

勉強というものは、大学に入るた 
めの手段だけではなく、生きてい 
くための必要な能力を養うもので 
はないでしょうか。 
 
進路指導室では、放課後は自習 
スペースとして開放し、生徒の 
進学相談をはじめ大学受験対策の 
支援をおこなっています。 
国際観光科一期生の現３年生は、 
プレッシャーを感じつつ頑張っ 
ています。 

斉藤夏海さん 

山下慎司さん 

３年国際観光科担任 

中村健太郎 プレ実習の様子 
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2018 JUN 

SHINRO FOCUS 

勉強はいつでもどこでも 

朝の「朝ドリル」、授業「探求的な学び」、放課後の「進学補習」・「公営塾」 

白馬高校の学習メニューをすべて食べつくす。  

見逃していませんか？ あなたのステップアップのチャンスを。 

２年生進路希望調査             ３年生進路希望調査 

 

  

白馬高校では、普通の授

業とフィールドワークに

よる参加体験的な授業の

両方が用意されていま

す。 

「探求的な学び」や「対

話的な学び」を通して、

課題解決力を身につける

ことができます。 

 

長野県白馬高等学校 

進路指導室 

〒399-9301 

長野県北安曇郡白馬村北城 8800 

0261-72-2034 

 

 公営塾「しろうま学舎」の講師の皆さんと

進路指導係の職員が協働しながら学習指導

や進路サポートをおこなっています。 



主体性 

多様性 

協働性 

 

 

2020年度 現在の高校1年生から 

大学入試が大きく変わります。 

センター試験は廃止され、あたらしく 

大学入試共通テストが導入されます。 

変化の激しい現代社会に生きていくために、 

「自ら問題を解決し、他者と協力して解決していく

ための資質や能力を育む教育」へと変貌します。 

 
大学入試改革の方向性 

「学力の三要素」を多面的・総合的に評価することので

きる、大学入学者選抜にかわります。 

 

知識 

技能 

思考力 

判断力 

表現力 

国語と数学で一部「記述式」を導入
（2025年度以降は地公・理でも導入検討） 

英語 民間の資格・検定試験の併用 

「読む」「聞く」「話す」「書く」 

の４技能も評価。 

国立・公立大学では、入学

者定員の３０％を、AO入

試や推薦入試で募集するこ

とになります。 

ポートフォリオを作成して大学入試に利用 

ポートフォリオとは、（港についた船の荷の記録） 

 「授業で研究した内容」（評価ポートフォリオ） 

 「学習の課程・作業過程」（記録ポートフォリオ） 

 「作品集」（秀作ポートフォリオ） 

白馬高校の「探求的な学び」は、ポートフォリオを作成

するための、もう一つのものさしがあります。 

普通の学校の成績は、「１つ目のものさし」、「２つ目

のものさしは」活動の実績。 


